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鉄ヒ素系超伝導体は、2008 年に発見された銅を含まない新しい高温超伝導体である[1]。これまで

LnFeAs(O1-xFx)で表される 1111 系(Ln：希土類金属、最高の転移温度 Tc = 55 K)や AFe2As2 で表される 122

系（A = Ba, Sr、最高の Tc = 38 K）が、相次いで発見されている。これらの物質は共通して FeAs の２次

元的ネットワークを持つことで知られるが、その超伝導機構や磁場中特性はあまりわかっていない。こ

れらの問題を解決する第一歩として、単結晶試料を用いた各種超伝導パラメータの導出が重要であろう。

本研究ではフラックス法で作製された 122 系の Ba(Fe0.9Co0.1)2As2 (Tc ~ 24 K)単結晶[2]を用い、各結晶軸

方向に対する上部臨界磁場 Hc2、下部臨界磁場 Hc1、および電子異方性γについて詳しく調べた。 

SQUID 磁化測定装置により、二つの磁場方向(H || c 軸, H || ab 面)における磁化の磁場 H 依存性と温度

T 依存性を、トルク測定法により、各磁場での磁気トルクτ (= M × H)の角度θ依存性(θは c 軸と磁場方向

の間の角度）を測定した。磁化測定からそれぞれの方向の Hc1(T)、Hc2(T)を決定した。さらに、Hc1、Hc2

の方向比とτ(θ)の Kogan の式によるフィッティングにより、異方性パラメータγを３種類の方法で求めた。 

図 1 および挿入図に Hc2 と Hc1 の温度依存性を示す。Hc1 は通常の超伝導体とよく似た温度依存性を示

し、Hc1
//c(0) = 0.030 T、Hc1

//ab(0) = 0.014 T が見積もられる。これらの比からγ = 2 とほぼ温度に依らない

一定の値が得られた。Hc2 は 7T までの磁場中では Tc 近傍の直線的な立ち上がりしか観測されないが、

これらを外挿することにより Hc2
//c(0) = 30 T、Hc2

//ab(0) = 120 T が見積もられる。両者の各温度での比か

らからはγ = 3 ~ 3.5 という値が得られた。図 2 にトルクの角度依存性τ(θ)のフィッティングの典型例を

示す。T = 20 K 、H = 0.1 ~ 1 T においては、γ = 2.7 ~ 3.5 という値が得られた。このような測定方法又は

磁場領域の違いによるγ の違いは、この超伝導体が MgB2 と同様にマルチギャップ超伝導体であること

を示しているように見える。現在この違いが本質的なものであるかどうかを確かめるために、様々な試

料、温度におけるトルクの角度依存性を測定中である。 
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図1 : Ba(Fe0.9Co0.1)2As2単結晶のHc2の温度

依存性。挿入図は、Hc1の温度依存性。 

図 2 : Ba(Fe0.9Co0.1)2As2単結晶の T = 20K, 

H = 0.7 T におけるトルクの角度依存性。曲線

は、Kogan の式によるフィッティング曲線。


